
まち・ひと・しごと創生に係る愛知県版「人口ビジョン」及び「総合戦略」の策定について 

１．経緯 

◆平成26年９月３日 

・「まち・ひと・しごと創生本部」（本部長：内閣総理大臣）設置 

◆平成 26年 11月 28日 

・「まち・ひと・しごと創生法」公布・施行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆平成 26年 12月 27日 

・国が「長期ビジョン」及び「総合戦略」を閣議決定 

 

２．地方版「人口ビジョン」及び「総合戦略」 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．本県の検討体制 

（１）「愛知県まち・ひと・しごと創生総合戦略推進本部」の設置 

  県庁内の検討・推進組織として、知事を本部長とした推進本部を平成

27年２月に設置。 

  

（２）「愛知県まち・ひと・しごと創生総合戦略推進会議」の開催 

  専門的見地から助言を得るとともに、幅広い意見を総合戦略に反映する

ため、有識者や関係団体（産業界・金融機関・労働団体等）で構成する推

進会議を開催。 

（３）その他 

 ◆ 県民の意向把握・周知を図るため、県民向けアンケート調査やパブリッ

クコメントを実施するとともに、シンポジウムを開催。 

 ◆ 市町村との意見交換会を開催し、地域の課題や意向を把握。 

 

４．スケジュール 

 年内を目途に「人口ビジョン」及び「総合戦略」を策定。 

 推進本部 推進会議 その他 
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第１回会議（4月） 

（論点の検討） 

第２回会議（夏頃） 

（骨子の検討） 

第３回会議（秋頃） 

（案の検討） 

第 1回(2/17) 

｢人口ビジョン」及び

「総合戦略」策定 

・市町村との 
意見交換会 

・県民意識調査等 
の実施 

・パブリック 
コメント 

・シンポジウム 

開催 

資料１ 

【人口ビジョン】 

・人口の現状を分析し、今後目指すべき将来の方向と人口の将来

展望を提示（対象期間：2060年を基本）。 

【総合戦略】 

・「人口ビジョン」を踏まえ、2015～2019 年度の５か年の目標と

政策を提示。 

第４回(秋頃) 

第３回(秋頃) 

第２回(夏頃) 

【法のポイント】 

＜目的＞ 

 ・人口減少に歯止めをかけるとともに、東京圏への人口の過度

の集中を是正し、それぞれの地域で住みよい環境を確保して、

将来にわたって活力ある日本社会を維持 

＜総合戦略＞ 

 ・国は、人口の現状及び将来の見通しを踏まえ、目標や施策に

関する基本的方向等を定めた総合戦略を定める 

 ・都道府県・市町村は、国の総合戦略（市町村は、国及び県の

戦略）を勘案して、総合戦略を定めるよう努める（努力義務）


